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ウミガメ人工産卵場での産卵・孵化

－ 2021年結果－
吉田 徹

2021 年度のウミガメ人工産卵場での産卵孵
化結果について報告する。本年は、順調なアカ

ウミガメの繁殖状況と共に、4 年ぶりにアオウ
ミガメ誕生するといった好調な結果となった。

●産卵結果

アカウミガメ

アカウミガメは、6 月 9 日から 7 月 28 日の
間に 18 回の産卵を行ったのを確認した。この
うち産卵個体を確認出来たのは 12 産卵巣で、5
個体が産卵した。残りの 6 産卵巣では産卵個体
は不明であった。産卵を確認したのは、元野生

個体（野外搬入個体）3個体が 6回、子世代（F1）1
個体が 3 回、孫世代（F2）1 個体が 3 回であっ
た。

アオウミガメ

アオウミガメは、6 月 14 日から 7 月 15 日の
間に 1個体が 3回の産卵を行った。この個体は、
現状当館のアオウミガメで唯一産卵を行う個体

であり、今年は 2017 年から 4 年ぶりの産卵と
なった。

●孵化結果

アカウミガメ

アカウミガメは 18 か所の産卵巣の内、12 か
所から孵化が確認され、計 1559個の卵から 586
匹が孵化し、全体の孵化率は 37.6％となった。
今年は 7月 28日に産卵された卵が 10月 7日に
脱出しており、10 月に入ってからの脱出は、
当館では非常に珍しい。

アオウミガメ

アオウミガメは 3か所すべての産卵巣から孵
化が確認され、計 340 個の卵から 96 匹が孵化
し、全体の孵化率は 28.2％となった。
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個体NO 産卵日 産卵時間 脱出日 脱出時間 脱出日数 卵数 孵化数 孵化率(％)
産卵間隔
(日)

37251 6月22日 22：45 8月25日 20:00 64 100 43 43.0%
37168 7月6日 23：20 9月4日 19:00 60 107 28 26.2% 14
元野生 7月18日 24：00 9月11日 20:30 55 104 83 79.8% 12
37183 6月18日 5：00 - - - 28 0 0.0%
元野生 7月23日 18：15 - - - 8 0 0.0% 35
37275 6月26日 25：00 9月10日 夜間 76 97 5 5.2%
元野生
37164 6月26日 24：00 - - - 15 0 0.0%
子世代 7月21日 22：00 - - - 106 0 0.0% 25
F1 7月31日 21:30 - - - 81 0 0.0% 10
37191 6月9日 21:30 8月14日 夜間 66 50 10 20.0%
孫世代 6月21日 23：30 8月23日 22:00 63 110 40 36.4% 12
F2 7月5日 20：00 9月1日 20:00 58 95 50 52.6% 14

6月23日 24：00 - - - 66 0 0.0%
7月14日 26：00 9月7日 16:00 55 135 89 65.9%
7月24日 26:00 9月21日 夜間 59 126 38 30.2%
7月28日 26：00 10月7日 夜間 71 95 90 94.7%
不明 不明 9月5日 夜間 不明 114 56 49.1%
不明 不明 9月14日 夜間 不明 122 54 44.3%

産卵回数 平均 計 計 平均
18 62 1559 586 37.6%

6月14日 24：30 8月27日 74 103 20 19.4%
アオ 7月2日 22：00 9月4日 64 106 31 29.2% 18

7月15日 23:30 9月13日 60 131 45 34.4% 13
産卵回数 平均 計 計 平均
3 66 340 96 28.2%

合計 21 63 1899 682 35.9%

表．2021年ウミガメ産卵・孵化結果

個体不明
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今年の産卵は、アカウミガメ・アオウミガメ

合わせて合計 21 回を確認し、15 か所の産卵巣
から孵化を確認、合計 1899 個の卵から 682 匹
が誕生した。全体の孵化率は 35.9％であった。
まず今年は、2017 年以来 4 年ぶりにアオウミ
ガメが誕生した。近年はアオウミガメの産卵・

孵化が不調で、前回（2019 年）は産卵 1 回、
孵化 0となっていたが、今回は 3回産卵し高い
値ではないが孵化も見られた。この復調の要因

は、交尾の成否によるものだと思われる。これ

までアオウミガメが産卵する年は数日～ 1週間
の長期間交尾が見られていたが、近年は交尾が

見られなくなると共に繁殖状況も悪化していっ

た。今年は一転して過去最長の 1 か月以上も続
く記録的交尾を行い、その結果再び産卵・孵化

が見られるようになった。当館のこれまでの繁

殖状況を見てきて、交尾の成否に大きく関わる

要因として感じるのは雄個体の質である。当然

のことではあるが、産卵する雌がいても、積極

的に交尾に挑む雄がいなければどうにもならな

いことを強く感じる。

アカウミガメでは、先ず 2006 年以降ほぼ毎年
産卵していた当館ウミガメ繁殖のエースともい

える元野生個体 No. 37119が、今年初頭に死亡
してしまった。この個体の明確な死因は不明だ

が、繁殖のため 1986 ～ 1992 年頃に当館に搬入
された多くの元野生個体達は、既に当館での飼

育が 30 年を超えており、搬入時既に成体であ
ったことを考えると大分老齢化していると考え

られ、そろそろ寿命を迎えるものがいてもおか

しくないであろう。そのため、今後は当館で繁

殖された子世代（F1）以降の世代が繁殖の主
力になることを期待したいが、その点において

は今年は良好な結果であった。前年に孫世代

（F2）「くしも」トリオの一頭である No.37191
が産卵し、初のひ孫世代（F3）が誕生したが、
今年も No.37191 からひ孫世代が誕生しており
非常に順調な繁殖状況である。但し、前年より

孵化率はやや低下しており懸念もある。また、

子世代である No.37164 は今年初産卵が確認さ
れたが、残念ながら孵化は 0であった。

今年はアカウミガメの合計産卵回数が 18回、
合計産卵数 1559 個と当館史上 2 位の多さであ
った。過去最高は人工産卵場を造成した 1986
年の産卵回数 19 回、産卵数 2233 個だが、この
年の産卵は自然下で受精済みの野外搬入個体、

所謂持ち込み腹の個体による産卵である。純粋

に当館での飼育下繁殖は 1995 年以降となり、
そういう意味では今年の産卵は過去最高値であ

ると言える。野外搬入個体の産卵に加え、繁殖

個体が成長し繁殖に加わるようになってきたた

めであろう。

また、今年はアカウミガメ産卵 18 回の内 6
回が産卵個体不明となってしまった事は、大変

残念な結果であった。原因は、産卵時間が直接

観察を行っていない深夜帯に多かったためであ

る。さらに今年は、諸事情により事前に個体の

背甲へマーキングを行う処置が出来なかったた

め、監視カメラ映像から正確な個体識別が出来

なかった。個体識別が出来なかった事は、繁殖

を試みる側としては大きな失態である。来年こ

そは不明個体を出さないように臨みたい。

図．1か月以上続いたアオウミガメの交尾

図．6月 14日アオウミガメ産卵の様子
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コモンサンゴ類の同定の話（49）

国内産種の紹介 35

ミレポラコモンサンゴの正体

野村 恵一（錆浦海中公園研究所）

鈴木 豪（水産技術研究所八重山庁舎）

グレートバリアリーフ産の標本を基に記載

された Montipora millepora Crossland, 1952とい
う種がある。種小名はラテン語の mille（千の）
と pora（穴）を組み合わせた造語で、無数の穴
という意味になる。和名は種小名をそのまま用

いたミレポラコモンサンゴが与えられている

(白井・佐野 1985)。
本種はタイプ標本の特徴（図 115A, B）から、

「群体は薄い被覆状、共骨表面は微小突起なら

びに小型突起を欠いて滑らか、個体はごく疎ら

に分布し個体間隔は個体 10 個体分以内、個体
は莢壁の伸長によってわずかに突出、莢径は 0.5
㎜で個体は小さい、隔壁は不規則で一部は板状

を成し、個体によっては短い肋が散見される、

棘は高さや形がよく揃った薄い板状を成して密

生、棘の上縁は平坦で細かな顆粒が分布する」

と定義される。しかしながら、どういう訳か

Veron & Wallace (1984）は本種を粒状突起が密
生する別の種に置き換えてしまった。

ところで、昨年、これまで串本でミレポラコ

モンサンゴに同定していたもの（図 115C, D）
の群体を海中で観察していて、とんでもないこ

とに気がついた。その 20 ㎝程の被覆状群体の
上に高さ 1-2 ㎝の小さな枝が伸び、さらにその
枝の頂端には中軸サンゴ個体が認められたので

ある。これはまさにミドリイシ属の特徴であり、

串本の「ミレポラコモンサンゴ」はコモンサン

ゴ属ではなくミドリイシ属であることが分かっ

た。どうやら、たまたま枝が伸びる前の若い被

覆状のミドリイシ属群体をミレポラコモンサン

ゴとして誤認してきたようだ。「串本型ミレポ

ラコモンサンゴ」はこれまで 4標本が採集され、
何れも以下の特徴を備えていた：「付属突起を

欠き表面は滑らか、個体はやや疎らに分布する、

個体は小さく莢径は 0.6 ㎜、莢壁は明瞭か不明

瞭、隔壁は不規則で板状か半板状もしくは鋸歯

状を成す、棘は高さも形もほぼ均一な板状を成

し、棘の上縁は平坦で細かな顆粒が分布する」。

また、他の複数種のミドリイシ属標本の基板を

確認したところ、共骨表面は付属突起を欠き滑

らかなことと、個体が疎らで小さいこと、とて

も均一な棘を持つことが共通していることが分

かった。

次に、串本以外で採集された「ミレポラコモ

ンサンゴ」標本を調べてみると、細部の形態は

標本間に相違が認められたものの、個体は小さ

い、共骨は付属突起を欠き滑らか、棘の形や分

布が不均一でかつ上縁が平坦ではなく尖ること

の共通点が認められた。つまり、中軸サンゴ個

体が出現する前の若いミドリイシ類の被覆状群

体は、コモンサンゴ類群体と酷似し、外見での

識別は困難であるが、棘の構造に相違が認めら

れ、ミドリイシ類の棘は高さや形がよく揃って

均一に分布しかつ棘の上縁は平坦であるのに対

し、コモンサンゴ類の棘は高さや形それに分布

が不均一で、しかも上縁は平坦ではなく尖る。

さて、冒頭に記した M. milleporaのタイプ標
本の特徴を見直すと、棘の構造から本種が所属

する属はコモンサンゴ属ではなくミドリイシ属

となり、Crossland (1952) は属の同定を誤った
ことになる。従って、この種は Acropora
millepora (Crossland, 1952) に改名する必要があ
る が 、 既 に 同 じ 種 名 Acropora millepora
(Ehrenberg, 1834) が存在するため、両者はホモ
ニム（異物同名）の関係になろう。

それでは、串本以外で採集された「ミレポラ

コモンサンゴ」の学名や和名はどうなるのであ

ろうか。過去に提唱された類似種を可能な限り

洗い直して、以下の様に再整理した。

ミレポラコモンサンゴ

白井, 1985
Montipora porosa Bassett-Smith, 1890

（図 115E-J）
Montipora porosa Bassett-Smith, 1890: 451

[Macclesfield Bank]; Bernard 1897: 25, pl. 1, fig.
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4, pl. 31, fig. 7.
Montipora crassireticulata Bernard, 1897: 27, pl. 2,

fig. 5, pl. 31, fig. 9 [Macclesfield Bank].
Montipora pallida Bernard, 1897: 27, pl. 2, fig. 4

[Holothurian Bank].
Montipora millepora; 白井・佐野 1985: 212, fig.

15; 野村・鈴木 2014: 37, fig. 33C, D; 杉原他
2015: 55, 3 figs.; 野村 2017: 108, figs. 1 (7).

Montipora mollis: 西平・Veron 1995: 52 (part), 最
上図.

? Montipora subtilis Bernard, 1897: 21, pl. 31, fig. 2
[Providens].

記載：群体は薄い被覆状（図 115E, G）もしく
は被覆板状を成し、不明瞭な隆起はあるものの

明瞭な大型突起を欠く。長径は 50㎝に達する。
厚さは最厚部で 5㎜程になる。群体表面は微小
突起や小型突起、ならびに共骨壁を欠き、概し

て滑らかである（図 115E, G）。個体は共骨中
に埋没するか、莢壁の伸長に伴いごくわずかに

突出する（図 115F, H）。個体は疎らにかつ不均
一に分布し、個体密度は個体 10 個分以内であ
る。莢径は 0.5 （範囲 0.4-0.7）㎜で、個体は小
さい。方向隔壁は板状、半板状、もしくは鋸歯

状をなし、長さは 0.8R、たいてい莢開口面よ
りも上に突出する。1 次隔壁は完全・不規則、
長さは 0.7R、鋸歯状か半板状をなし、たいて
いわずかに突出する。2 次隔壁は不完全・不規
則、長さは 0.4Rで、時に痕跡的である（図 115F,
H）。莢壁はたいてい明瞭で、共骨面よりもわ
ずかに突出する（図 115F, H）。裸地帯はたいて
い不明瞭である（図 115F, H）。共骨表面の肌理
は細かく、棘は針状、棒状、薄片状もしくは束

状を成し、上縁はたいて単尖塔か分岐した複尖

塔に終わり、表面は細かな顆粒に被われる（図

115F, H）。板状部下面はエピテカがよく発達し、
末縁近くまでを被う。

生時の色彩：共肉は一様な褐色もしくは緑褐色

で、時に触手は白色を呈する（図 115E, G）。
分布：国内では天草、種子島、奄美諸島、石垣

島、母島、海外では南シナ海マックルズフィー

ルド堆と北西オーストラリアホロツーリア堆。

和名：和名は白井 (白井・佐野 1985) による。
備考：国内の標本群の形態は、M. porossaのタ
イプ標本（図 115I, J）に概ね一致する。本種の
共骨は特別な付属突起を欠き滑らかなこと、個

体は小さくて疎らに分布すること、個体壁を欠

くことの特徴で、他のコモンサンゴ類と区別さ

れる。本種と M. millepora Crossland, 1952との
関係については本文冒頭を参照されたい。

図 115. A, B, BMNH 1934-5-14-410, Montipora
milleporaのホロタイプ. C, D, 串本型ミレポラ
コモンサンゴ（Acropora sp.） . E-J, ミレポラコ
モンサンゴ Montipora porosa: E, F, SMP-HC
3109, 母島沖; G, H, SMP-HC 3721, 奄美大島沖;
I, J, BMNH 1893-9-1-79, シンタイプ, Macclesfield
Bank.
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当館におけるシベリアチョウザメの飼育（2）

佐久間 夢実

前号（Vol. 50, No. 5, pp. 2-3）において、当
館では初めて飼育展示したシベリアチョウザメ

の飼育記録について紹介した。本編はその続き

である。

〇餌について

チョウザメは数粒の餌をゆっくり時間をかけ

て摂餌する。自然界では多毛類や甲殻類、貝類

などを食べる肉食性で、下顎の前方付近にある

4本のひげで餌を探す（図 1）。ひげの表面には
微細な突起があり、そこにある味蕾によって水

中の匂いを感知していると考えられている。ま

たチョウザメには歯がない為、吸い込むように

して餌を食べる。

新宮実験場ではチョウザメの餌としてアマゴ

用のペレットを与えている。同様の餌を探した

が、普段水族館の餌を購入している場所では取

り扱いが無かった為、代用できる餌を探した。

条件としては、沈殿性であること・ひげの間を

通るほどの小さめの餌であることとした。餌が

大きいとチョウザメの細長い胃に詰まってしま

うそうだ。目安として、ひげの間を通る約 5～
10㎜ほどの餌を与えている。これらを踏まえ、
今回は①底棲雑食魚用コリドラスの餌②底棲肉

食魚用ナマズの餌③マダイ養殖用（以後①②③

と標記する）の 3種類の餌を試し、それぞれの
成分をグラフでまとめた（表 1）。
まず、ホームセンターで購入できる①②を

試したところ、①の餌のみを摂餌した。植物性

図 1．4本のひげ 図 2．3種の餌の見た目

成分の有無や、多少匂いの違いがある他、②の

方が少々小さいことが 2 種の違いとしてあげら
れる（図 2）。しばらく①の餌を 1 日 5 粒ほど
与えていたが、ほとんどが残餌となりあまり摂

餌していなかった。これについて実験場に伺っ

たところ、新宮実験場では過去、草食性の強い

アユ用のペレットを与えていた際、体調を崩す

個体が現れたそうだ。チョウザメに適したタン

パク質量や、消化器官の構造により植物性の餌

は適していない可能性があるという。

そこで今度は、以前実験場でも与えていたマ

ダイ養殖用の餌（マダイ EP スーパー）を試し
たところ、水槽に入れてすぐに反応があった。

体に触れずとも頻りに口を動かし、口元に餌が

到達するとすぐ摂餌した。3 種類の餌を比較す
るとマダイ用の餌は脂質が一番多く、3 つの中
では一番魚介類の匂いが強い印象を受けた。ま

た図 3 を見ると、3 つの中で一番粒の直径が小
さい。これらのことからシベリアチョウザメの

採餌行為としては、接触での判断よりも匂いで

の判断が優先されるのではないかと考える。

○まとめ

淡水魚のいない当館でのシベリアチョウザメ

の飼育には、低温での水温管理・広々とした飼

育スペース・カルキ抜きされた淡水が必要であ

ることが分かった。また餌にはなるべく動物性

の成分が配合された物を使用する。今回は企画

展ということもあり、約 4ヶ月の飼育展示とな
ったが、機会があればよりよい環境での長期飼

育も挑んでみたいと思う。

表 1．3種の餌の成分表
エサの成分 ① ② ③

フィッシュミール 〇 〇 〇
シルクワームミール 〇
魚油 〇 〇 〇
オキアミミール 〇 〇 〇
スピルリナ 〇 〇

小麦胚芽 〇

大豆ミール 〇 〇 〇
小麦粉 〇 〇 〇
海藻粉末 〇 〇 〇
かしこ 〇
ビール酵母 〇 〇
ガーリック 〇 〇
コーングルテンミール 〇

動
物
性

植
物
性
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8 月に小笠原諸島の海底火山が
噴火し、それによって噴出した

大量の軽石が 10 月に奄美や沖縄
に漂着して問題になった。エン

ジンの冷却ポンプに軽石が吸い

込まれて、フェリーや漁船など

が操業できなくなったり、養殖

魚が軽石をエサと間違えて食べ

て死んだり、これまで聞いたこ

とがない事態に驚いた。当館も

水族館で使う海水は、ポンプで

海から引いているし、水族館の

仕様上簡単にポンプを止めるわ

けにはいかない。2018 年秋大量
のモモイロサルパが地先に漂着

し、取水ポンプがそれを吸い込

んで水槽が大変なことになった

のを思い出す。あの時は幸運に

も翌日風向きが変わってサルパ

がいなくなったが、もしあの状

態が数日続いていたらとぞっと

する。目の前の海水を惜しみな

く使えるのが当館の強みだが、

それができなくなったとたんに

立ちゆかなくなることを実感し

た。軽石は 11 月に静岡や千葉に
漂着しているが、和歌山ではま

だ確認されていない。現在黒潮

が紀伊半島を迂回するように大

蛇行中で、これが当地方への漂

着を防いでいるようだ。だが、

安心はまだできない。できる限

り対策を考えておかなければ。
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気　　温 25.3℃ +0.3℃ 21.4℃ +0.2℃

水　　温 26.4℃ -0.2℃ 24.9℃ +0.5℃

塩分濃度 33.4‰ -0.9‰ 34.3‰ -0.3‰

水中透視度 10.7ｍ -1.8ｍ 14.2ｍ -0.4ｍ

月間降水量 323.7㎜ +112.9㎜ 100.1㎜ -73.6㎜

錆浦定置観測結果（月平均値と平年値比）
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